
　東日本大震災に伴うサプライ

チェーンの寸断、１ 円以

下が続く為替環境、またタイの

洪水など国内のモノづくりは試

練の時を迎えている。もちろん

製造業を主力とする群馬県もそ

の例外ではない。 年度上期

の群馬県経済は震災の影響もあ

り前年を下回る状況が続いた

が、下期の挽回に期する。

震
災
後
の
経
済
回
復
に
向
け
て

市
町
村
や
経
済
団
体
と
連
携
異
業
種
間
交
流
を
推
進

大沢正明氏群馬県知事

　
本
県
経
済
は
東
日
本
大
震
災

の
影
響
か
ら
順
調
に
回
復
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
夏
以
降
の

記
録
的
な
円
高
に
よ
り
、
輸
出

関
連
産
業
を
中
心
に
再
び
厳
し

い
環
境
に
直
面
し
、
先
行
き
不

透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
県
で
は

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
に
対
し

て
、
経
営
サ
ポ
ー
ト
資
金
な
ど

の
制
度
融
資
を
通
じ
て
支
援
す

る
と
と
も
に
、
商
工
会
、
商
工

会
議
所
、
信
用
保
証
協
会
な
ど

の
支
援
機
関
と
連
携
し
、
き
め

細
か
い
経
営
相
談
や
金
融
相
談

な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
当
面
の
対
策
に
加

え
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら

は
、
円
高
の
長
期
化
や
人
口
減

少
に
伴
う
国
内
市
場
の
縮
小
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対

応
と
し
て
、
技
術
力
の
向
上
や

産
業
人
材
の
育
成
な
ど
、
国
際

競
争
力
を
持
続
的
に
高
め
る
た

め
の
施
策
を
強
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
本
年
５
月
に

設
置
し
た
「
次
世
代
産
業
振
興

戦
略
会
議
」
で
は
、
県
内
企
業

の
次
世
代
産
業
へ
の
参
入
の
戦

略
を
多
角
的
に
検
討
す
る
ほ

か
、
技
術
研
修
会
、
異
業
種
間

交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
新
た
な

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
研
究
開
発
へ
の
補
助
や
試

験
研
究
機
関
と
中
小
企
業
と
の

共
同
研
究
、
生
産
性
向
上
の
た

め
の
産
業
人
材
の
育
成
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開

通
し
、
高
速
交
通
の
十
字
軸
が

完
成
し
た
こ
と
で
、
物
流
拠
点

性
が
高
ま
る
な
ど
本
県
の
立
地

環
境
は
格
段
に
向
上
す
る
と
と

も
に
、
災
害
に
強
い
と
い
う
本

県
の
「
安
全
と
安
心
」
は
、
今

回
の
震
災
で
改
め
て
証
明
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
、

月

日

に
東
京
で
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
こ
う
し
た
本
県
の

優
位
性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た

日
に

は
、
県
内
の
全
市
町
村
や
各
経

済
団
体
と
と
も
に
、
「
群
馬
県

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
誘
致
協
議

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後

も
本
県
の
強
み
を
生
か
し
て
製

造
業
、
物
流
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
能
の
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
先
頃
、
海
外
へ
の
販
路
開
拓

や
群
馬
県
へ
の
誘
客
促
進
の
た

め
、
瀋
陽
、
上
海
、
香
港
と
い

っ
た
都
市
を
訪
問
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
ど
こ
も
活
気
に
満

ち
あ
ふ
れ
、
そ
の
勢
い
を
痛
感

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
県
と
し

て
も
、
こ
う
し
た
海
外
市
場
の

需
要
を
取
り
込
む
た
め
、
海
外

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
海
外
現

地
の
生
の
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
ほ
か
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

な
ど
の
支
援
機
関
と
連
携
し
た

「
海
外
販
路
開
拓
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
や
、
国
の
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業

を
活
用
し
て
県
金
型
工
業
会
が

行
う
メ
キ
シ
コ
で
の
市
場
調
査

な
ど
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
本
年
７
月
か
ら
９
月
の
間

に
Ｊ
Ｒ
各
社
、
市
町
村
、
関
係

団
体
と
連
携
し
て
「
群
馬
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
し
ま
し
た
。
期
間

中
の
主
な
観
光
地
の
入
込
観
光

客
数
は
昨
年
比
７
・
１
％
の
増

加
と
な
る
な
ど
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
一

過
性
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く

継
続
的
に
行
い
、
観
光
素
材
の

磨
き
上
げ
と
誘
客
促
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
、
本
格
的
に
平
成

年

度
予
算
の
編
成
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
が
、
本
県
産
業
が
将
来

に
向
か
っ
て
さ
ら
に
大
き
く
は

ば
た
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
積

極
的
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
小
向
け
カ
イ
ゼ
ン
支
援
事
業
も
本
格
化

「群馬県ものづくり人材育成ポータルサイト」を開設
　
群
馬
県
は
９
月
に
「
群
馬
県
も
の
づ
く
り
人
材
育

成
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

写
真
」
を
開
設
し
た
。
県
内

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
人
材
育
成
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
情
報
を
一
元

化
す
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
の
利
用
を
促
す
狙
い

だ
。
ま
た
県
が
進
め
て
き
た
中
小
企
業
向
け
現
場
改

善
支
援
事
業
が
本
格
化
す
る
。
人
材
育
成
の
支
援
が

相
次
ぐ
の
は
、
モ
ノ
づ
く
り
の
強
化
に
は
現
場
で
活

躍
す
る
人
材
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
だ
。

　
群
馬
県
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

で
は
機
械
加
工
や
電
気
電
子
な
ど
の
分
野
別
に
研
修

・
セ
ミ
ナ
ー
情
報
が
掲
載
さ
れ
る
。
加
え
て
、
中
小

企
業
経
営
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
、
市
町
村
の
制
度
各
種
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
同
サ
イ
ト
を
通
じ
て
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
元
的

に
把
握
で
き
る
た
め
、
参
加
申
し
込
み
を
逃
す
な
ど

と
い
っ
た
事
態
を
防
げ
る
。
県
の
委
託
を
受
け
た
群

馬
県
モ
ノ
づ
く
り
研
究
会
が
運
営
す
る
。

　
た
だ
中
小
企
業
の
多
く
は
生
産
技
術
者
が
不
在
、

ま
た
は
カ
イ
ゼ
ン
の
進
め
方
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

が
不
足
し
て
い
る
と
い
っ
た
課
題
を
持
っ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
県
内
の
大
手
製
造
業
Ｏ
Ｂ
が
県
内
の

中
小
企
業
の
改
善
活
動
を
支
援
す
る
「
ぐ
ん
ま
改
善

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
事
業
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
ま
で
試
験

運
用
を
含
め
て

社
で
実
施
し
た
。
運
営
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
指
導
員
が
増
え
る
こ
と
か
ら

年
度
は
年
間

件
の
依
頼
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
を
整

え
る
。
企
業
負
担
が
最
大

万
円
と
い
う
低
価
格
を

強
み
に
、
県
内
の
中
小
製
造
業
の
生
産
性
を
底
上
げ

す
る
。

　
同
事
業
で
は
２
人
１
チ
ー
ム
で
依
頼
先
企
業
に
２

週
間
に
一
回
程
度
の
頻
度
で
訪
問
す
る
。
仕
掛
品
削

減
や
設
備
稼
働
率
向
上
な
ど
に
向
け
て
助
言
・
指
導

す
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は

年
度
に
始
め
た
。
県

が
費
用
を
一

部
負
担
し
て

お
り
、
受
け

入
れ
企
業
の

負
担
額
は
１

回
２
万
円
。

原
則
と
し
て

最
大
５
回
ま

で
指
導
を
受

け
ら
れ
る
。

熱
気
あ
ふ
れ
る
日
産
対
象
の
商
談

会
。
来
場
者
に
自
社
技
術
を
説
明

試練の１年に立ち向かう
震
災
の
影
響
克
服
へ
一
歩
一
歩

新
市
場
を
開
拓
せ
よ

県
庁
展
望
台
か
ら
望
む
群
馬
県
平
野
部

と
中
央
を
流
れ
る
利
根
川

群馬県産業

　

　

秋
晴
れ
の
下
に
そ
び
え

る
群
馬
県
庁

　
群
馬
県
産
業
が
厳
し
い
環
境
で

奮
闘
す
る
中
、
群
馬
県
か
ら
の
い

っ
そ
う
の
サ
ポ
ー
ト
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
県
は

・

の
両
日
に
神
奈
川

県
厚
木
市
の
日
産
自
動

車
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
で
「
ぐ
ん
ま
新
技
術

・
高
度
先
進
技
術
展
示

商
談
会
」
を
開
い
た
。

群
馬
県
内
か
ら

社
が

出
展
し
、
日
産
自
動
車

の
関
係
者
９
１
３
人
が

来
場
し
、
商
談
を
進
め

た
。

　

年
の
ト
ヨ
タ
自
動

車
を
皮
切
り
に
県
は
自
動
車
業
界

対
象
の
商
談
会
を
開
い
て
き
た

が
、
日
産
対
象
は
今
回
が
初
め

て
。
日
産
は
栃
木
県
に
車
体
工
場

を
持
つ
ほ
か
、
群
馬
県
内
や
隣
県

に
多
く
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
立
地

す
る
。
日
産
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

の
下
で
は
国
内
拠
点
の
増
産
は
期

待
薄
だ
が
、
そ
れ
で
も
県
内
企
業

と
日
産
と
の
取
引
拡
大
へ
の
期
待

は
大
き
い
。

　
ま
た
群
馬
県
は
５
月
に
「
次
世

代
産
業
振
興
戦
略
会
議
」
を
設
置

し
た
。
次
世
代
自
動
車
や
ロ
ボ
ッ

ト
、
健
康
医
療
、
環
境
、
観
光
と

幅
広
い
分
野
を
対
象
に
、
個
別
に

進
め
て
い
た
支
援
施
策
を
同
会
議

で
集
約
。
会
議
を
通
じ
て
多
面
的

に
新
産
業
の
育
成
を
進
め
る
ほ

か
、
異
業
種
交
流
も
活
発
化
さ
せ

る
。
ま
た
群
馬
県
の
伝
統
産
業
で

あ
る
繊
維
や
金
型
産
業
に
は
海
外

展
開
を
支
援
し
て
い
る
。

　
国
内
市
場
の
縮
小
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
新
産
業
の
育
成
や
既
存
産

業
の
海
外
販
路
の
拡
大
を
通
じ
、

新
た
な
市
場
を
開
拓
す
る
。

　
２
０
１
０
年
の
群
馬
県
の
製
造

品
出
荷
額

速
報

は
前
年
比

・
１
％
増
の
７
兆
３
８
１
９
億
円

で
、
全
国

位
と
な
っ
た
。
ち
な

み
に
栃
木
県
は
同
８
兆
１
１
４
７

億
円
で
、
茨
城
県
は
同

兆
８
１

３
２
億
円
だ
。

　
業
種
別
で
は
自
動
車
な
ど
の
輸

送
機
器
が
製
造
品
出
荷
額
全
体
の

・
３
％
を
占
め
る
。
以
下
、
食

料
品
、
化
学
、
業
務
用
機
器
が
そ

れ
ぞ
れ
８
・
６
％
、
７
・
０
％
、

６
・
４
％
と
続
く
。
前
年
比
か
ら

増
加
が
著
し
い
分
野
は

・
６
％

増
の
輸
送
機
器
で
、
そ
の
ほ
か
化

学
が

・
７
％
、
電
子
部
品
が

・
２
％
増
加
し
た
。

　
市
町
村
別
で
見
る
と
、
富
士
重

工
業
群
馬
製
作
所
を
中
心
に
自
動

車
産
業
が
集
積
す
る
太
田
市
の
製

造
品
出
荷
額
が
２
兆
円
弱
と
全
体

の

・
０
％
を
占
め
る
。
２
位
は

製
造
業
大
手
の
工
場
が
多
数
立
地

す
る
伊
勢
崎
市
の
同
１
兆
円
弱
。

高
崎
駅
を
中
心
に
商
業
の
街
で
あ

り
、
か
つ
製
造
業
も
盛
ん
な
高
崎

市
の
同
７
０
０
０
億
円
弱
と
続

く
。

　
群
馬
県
が

日
に
発
表
し
た
県

内
の
鉱
工
業
指
数

年

１
０

０
、
季
節
調
整
済
み

で
は
、
９

月
の
生
産
指
数
は
前
月
比
０
・
９

％
低
下
の

・
９
だ
っ
た
。
輸
送

機
械
の
生
産
が
前
月
比
１
・
３
％

増
と
堅
調
だ
っ
た
ほ
か
、
プ
レ
ス

用
金
型
や
娯
楽
機
器
な
ど
一
般
機

械
が
同

・
８
％
伸
び
た
。
一

方
、
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
や
電
話

機
な
ど
の
情
報
通
信
機
械
、
医
薬

品
製
剤
や
合
成
洗
剤
な
ど
の
化
学

工
業
が
そ
れ
ぞ
れ
同

・
８
％
、

同
９
・
１
％
低
下
。
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
寸
断
の
影
響
は
解
消
し
た

が
、
夏
の
電
力
不
足
に
よ
る
工
場

操
業
の
制
約
な
ど
を
受
け
て
伸
び

悩
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
日
銀
前
橋
支
店
が
９
月

に
実
施
し
た
管
内
企
業
短
期
経
済

観
測
調
査

短
観
、
回
答
社
数

２
１
３
社

で
は
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

は

４
と
、
前
回
の
６
月
調
査
か

ら

改
善
し
た
。
輸
送
用
機
械

は
前
回
の
同

か
ら
同

に
改

善
し
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
寸
断
か
ら
の
復

旧
に
よ
る
生
産
回
復
が
数
字
と
し

て
顕
著
に
表
れ
た
。
先
行
き
年
末

に
か
け
て
は
同
１
と
、
震
災
前
の

水
準
へ
の
回
復
に
期
待
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
調
査
の
時
点
で

は
欧
州
の
財
政
危
機
や
タ
イ
の
洪

水
に
よ
る
影
響
な
ど
は
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。
長
引
く
タ
イ
の
洪
水

問
題
で
は
、
今
春
に
続
い
て
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
部
品
調
達
難
に
よ

る
生
産
へ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
群
馬
県
内
に
製
造
拠
点
を
置

く
富
士
重
工
業
は
幸
い
、
「
タ
イ

の
洪
水
に
よ
る
影
響
は
出
な
い
と

考
え
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。

　
タ
イ
に
製
造
子
会
社
を
持
っ
て

い
る
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
で

は
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
に
４
輪
・
２

輪
用
電
装
部
品
の
製
造
拠
点
を
持

つ
ミ
ツ
バ
に
は
直
接
生
産
に
影
響

す
る
被
害
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
方
、
サ
ン
デ
ン
は
ア
ユ
タ
ヤ
県

の
ロ
ジ
ャ
ナ
工
業
団
地
に
あ
る
製

造
子
会
社
の
建
物
が
浸
水
し
た
。

そ
こ
で
首
都
バ
ン
コ
ク

東
部
の
チ
ャ
チ
ュ
ー
ン

サ
オ
県
に
あ
る
ウ
ェ
ル

グ
ロ
ー
工
業
団
地
内
に

仮
事
務
所
お
よ
び
仮
工

場
を
設
置
し
、
稼
働
を

始
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
災
害
の
影

響
は
比
較
的
軽
微
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
現

在
の
為
替
環
境
は
群
馬

県
内
の
産
業
に
と
っ
て

厳
し
い
。

　
群
馬
経
済
研
究
所
が

月
末
に

発
表
し
た
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

回

答
社
数

１
０

６
社

で
は
、

今
回
の
円
高
ド

ル
安
を
「
望
ま

し
く
な
い
」
と
回
答
す
る
企
業
が

６
割
弱
だ
っ
た
一
方
、
「
望
ま
し

い
」
と
す
る
企
業
は
５
％
弱
し
か

な
か
っ
た
。
円
高
に
よ
る
影
響

複
数
回
答

は
、
「
景
況
感
悪

化
に
よ
る
売
り
上
げ
の
低
迷
」

・
５
％

、
「
取
引
先
か
ら

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
」

・

８
％

、
「
取
引
先
の
業
績
悪
化

に
よ
る
受
注
減
」

・
２
％
、

「
取
引
先
の
海
外
移
転
に
よ
る
受

注
減
」

・
３
％

な
ど
。
円

高
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
「
原
材
料

価
格
の
低
下
」
は

・
４
％
の
と

ど
ま
っ
た
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １１月２９日 火曜日 　　

　 　ぐんま で
グローバル発信


